　新潟市湿地プロジェクト　事業計画書参考書式１－１


	事業の名称
	

	実施場所
	

	実施期間
	　　　　年　　月　　日　から　　　　　年　　月　　日

	１　事業の必要性及び目的

	





	２　事業の具体的な内容（※1）

	










	３　ラムサール条約との関連性（※2）以下①～③について、一つ以上記載

	【①保全・再生】



【②ワイズユース（賢明な利用）】



【③交流・学習（CEPA）】




	４　実施体制

	






	５　事業の目標値（※3）と、その把握又は検証方法

	






	６　広報計画（※4,※5）

	【チラシ、ポスター等】（配布場所、枚数など）



【ホームページ、SNS等】



【その他】




	７　その他

	







※1 以前から行ってきた事業についてこの補助金を初めて受ける場合は、補助金の活用により追加または変更する活動内容なども記入してください。
※2　事業内容が、ラムサール条約の3つ柱（①保全・再生、②ワイズユース、③交流・学習）にどのように結びつくのか、その効果や見込みを具体的に記載してください。
 (ラムサール条約との関連が認められず、単に湿地を場所として活用する集客イベントやレクリエーションは補助対象外となります。)
※3 目標値は、出来るだけ数値で設定してください。（以下は参考例）
・事業への参加者数（過去に実施している場合はその増加数または増加率）
・事業実施に伴う来場者数（　〃　）
・通常時と比べ事業実施により増加を見込む来場者数またはその増加率
・回収したゴミや駆除した生物等の数量
・ウェブサイトのアクセス数、ＳＮＳのフォロワー数、リアクション数等
[bookmark: _Hlk222417849]※4　不特定多数を対象とした集客イベントについては、必ず参加者にアンケートを実施してください。
※5　広報媒体ごとに、いつ頃からどのような広報を行うのか、具体的な計画を記載してください。


